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1．クリーム色粘質土（灰色粘土ブロック・少量の炭化物混）
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3．クリーム色粘質土（灰色粘土ブロック多い）
4．クリーム色粘質土（少量の灰色粘土ブロック
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じ花崗岩バイラン土で，中

に赤色顔料で染まった灰色

粘土塊も多数含まれていた

ことから人為的に埋めたこ

とがわかる。鏡等がこれら

の土と混じって出土したこ

とは，本来の副葬位置から

動かされているとみなさざ

るをえない。鏡は北西が下

に傾いている。文様のある

面を上にしており，勾玉等

が接して出土した。小玉類

の中には鏡に密着している

ものもあり，もともと鏡と

玉類は一部重なっていたこ

とがわかる。玉類が首飾り

として着用したまま副葬さ

れたのだとすれば鏡は首付

近に置かれていたことにな

るし，さらに想像をたくま

しくすれば文様のある面を

下にしていたことも考えら

れる。玉類の検出範囲は開

棺部にしか広がっていない

、．．

0　　　　　　　　　1m
l l

図50　蓋石除去後石棺平・断面図（1／20）

ことから，鏡もその範囲内

にあり，動かされた後ほぼ元の位置に戻され

たとみたい。この土の中からは表面近くで長

さ8cm程の細い棒状鉄器数点も出土している。

石棺に伴うものかは類例を探しながら考えた

い。他に石棺の南西隅でも小鉄片を検出した。

副葬品の調査後，墓石の除去を行った。墓

石の上には粘土等の残存はなく，どのような

状況で土を被せていたかはわからない。最南

端の石のみ立てて隙間につめられている他は，

南を高く北を低くして置かれ，南から北へ低

い所に次の石を重ねている。石は大小様々で

小さなものは隙間詰めに使われている。棺内

に落下しているものもあった。

側石は薄い板石を使っているが，どちらかの端を内或いは外にして並べるといった規則性は

ない。後述するように石の内外に粘土を詰めることによって石が倒れないようになっているか
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らであろう。端石との関

係も同様である。内面に

は赤色顔料が塗られる。

下に埋め込まれていた部

分は塗られていないこと

から，石棺構築後である

ことがわかる。

図49A・B断面では前

述のように石棺の西側に

古墳（石棺）に伴う盛り

土が残っている。地山と

盛り土の境には腐食土層

がみられず，図48をみる

と尾根頂上部の標高61．25

と61．5mの等高線の間が

特に傾斜が緩やかになっ

ており，尾根を削って平

坦面を作っているととれ

ないこともない。盛り土

の上には灰色粘土が敷か

れ，側石との隙間は同じ

粘土を詰めている。この

第2層は赤色顔料で染まっ

ている。その上に第4層

と同じ土がのっている。

墳丘盛土残存範固

．・．・．．－．一一．－．－－、

＼
＼

ヽ
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図51石棺周辺残存遺構平面図（1／30）

この第1層内から小型勾

玉（図53の3）が出土した。これが棺外副葬なのか原位置から動いているのか，第1層が神社

基壇造成による撹乱土とほとんど区別がつかないことから判断できない。

石棺の西側では長さ1．6m・幅0．6mの掘り込みを検出した。石棺と方向が同じため，遺物は

出土しなかったが，石棺と同時期であろうと考えている。この他，神社基壇下で検出した蓋石

の一部と思われる石の下で摺り鉢状の土坑を検出している。

（4）出土遺物について

野牛古墳から出土した鏡は珠文鏡に分類され，残り具合はよい。面径9．6cmで，背文構成は

紐から外へ，圏線3条・珠文帯・櫛歯文帯・圏線・平緑という順になっている。

珠文は31個が一列に並べられているが，間隔や同心円上からのずれがあり，鋳型の製作時に

珠の数を決めずに適当に配置していったことが考えられる。珠の径は0．1cm強である。

櫛歯文帯の幅は0．8cmで，珠文同様間隔が不規則である。

緑形式は平緑で，幅1cm・厚さ0．3cmで，この部分のみ反っている。

この面には赤色顔料が薄く付着している。また小玉類が10個近く密着していた。
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鏡の面には麻布（注）が一

面に付着しており，鏡を包

んでいたことがわかる。

棺内から出土した玉類は

割れているものも入れて，

勾玉2・管玉4・ガラス玉

51以上・白玉63が存在する。

1は石の上1／3に当初か

ら髭（す）が入ったような

空洞の部分があり，外から

みると濁っている。片側か

ら穿孔している。穿孔の緑

は磨かれず打ち欠いて穿孔

を始めたように見える。材

質は喝塙と思われる。2は

1より小型で頭部の下のく

びれが強い。水で風化した

ためか表面が数箇所剥離し

かかっている。片側からの

穿孔で，材質は薪翠と思わ

れる。3は平面三角形だが，

非対象で一方が少しくびれ

ているため勾玉と考えた。

両面からの穿孔で，材質は

素翠であろう。

管玉は大きさが2種類あ

り，ともに2個ずつあった。

8・9とも両側から穿孔を

行っている。材質は碧玉と

思われる。色は小さいもの

は明るい灰緑，大きいもの

のひとつは暗い灰緑で，残

りひとつはその中間の色で

ある。

ガラス玉は径2mmの小さ

なものから7mmの大きなも

のまでさまざまで，また色

も空色に近いものから透き

通った紺や培い紺など数種

類ある。

図52　鏡実測図（1／1）

写真42　鏡（文様面）
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図53　玉類実測図（1／1）

臼玉は灰緑色で滑石製と思われる。厚さの平均が3mmで，1mmの薄いものもあるが，いずれ

も稜を作り出し算盤玉状となっている。側面は穿孔と同方向に磨いている。

今回の出土品に津田町郷土館蔵のものを加えてつないだ場合，約42cm程になる。鏡の側でま

とまって出土していることもあり，ちょうど一連の首飾りになると思われる。

この他，石棺の項で記した用途不明鉄器や石棺西側の盛り土内から出土した土師器細片があ

る。後者は実測不可能な程小さく，器種・部位とも読み取れない。

（5）まとめ

野牛古墳の存在は以前から知られていた。新訂『津田町史』によると野牛神社の拝殿前に安

山岩の組合せ石棺が露出している。長さ170cm・幅40cm，天上石2枚残存，棺内は土で埋没，

掘り返すと朱に染まった土が出てくる。いつごろ発見されたか不明である。出土した管玉2と

ガラス玉2が津田町郷土館に展示されているとある。調査の結果，位置・石棺の形状とも上記

に一致し，また郷土館蔵の遺物についても野牛古墳出土のものとして問題ないと判断した。

石室の方向は，図48でみると尾根に直交するように築いている。香川県では埋葬施設の方向

は一般に東西方向でありながら，津田湾周辺のみそれを無視しているという指摘がある。野牛

古墳がそれを踏襲しているのか尾根の方向を意識しているのか今後考える必要がある。頭位は

副葬品の出土状態から，北が頭であろうと判断している。

最後になったが，石棺の時期については鏡の型式と滑石臼玉の形から5世紀初頭としておき

たい。

注　関西大学角山教授に鑑定を依頼した。

参考文献　恵子遺跡調査会・東洋開発株式会社『恵子若山遺跡』1975

篠原祐一「臼玉研究私論」『財団法人栃木県文化振興事業団埋蔵文化財センター

研究紀要第3号』1995　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（古野）
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